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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
佐藤 隆彦

“ 企業に参加するすべての人は幸せでなければならない ”
1966年の創業以来、コンクリート圧送業と設備事業の2つの事業を通じて、安全快適で豊かな社会づく
りに貢献してまいりました。お客様はもちろんのこと、社員、お取引先、地域の皆様等、仕事を通じて
関係する全ての人の幸せの追求を企業の使命と考え、経営理念に掲げています。
2040年に到来する労働供給制約社会を乗り越えるために、インフラ整備に欠かせない人材の確保と処
遇改善、そして非生産的業種からのリソースシフトのうねりを起こす一役を担います。

2030年の売上高達成に向け、年率15％程度の成⾧を目指す。
M&A等によるグループ企業拡充や新会社設立によって、人
手不足が顕著な職種への参入と既存事業の深耕を進め、社会
課題の解決に取り組みます。

 建設業界における人材確保と教育
 コンクリートポンプ車の車両整備に関する設備投資
 IoTを活用した打設作業の安全性向上・作業効率化
 既存事業とシナジーある人手不足の著しい職種への挑戦

本社社屋

〇本社所在地:山形県山形市
〇事業概要:コンクリート圧送工事、給

排水設備工事、防水工事、太陽光売電
事業、定置式コンクリートポンプレン
タル、不動産賃貸事業

〇常時使用する従業員:237名
（グループ全体・2025年3月期）

〇現在の売上高:53億円
（グループ全体・2025年3月期）

〇法人番号:1390001017722
〇Web:https://www.yamacon.jp/

株式会社ヤマコンホールディングス（建設業）

• ホールディングスの組織整備とプロ人材採用
• ホールディングス直轄のプロジェクトチーム立ち上げ
• 社内教育体制の確立と専任講師の任命
• 海外パートナー企業の開拓
• M&A推進チームの組成

① 担い手確保に向けた職業訓練校の開設
② ポンプ車整備工場棟の建設と整備人材の育成・採用
③ 産学連携による圧送技術の研究開発
④ 東南アジア・オセアニア地域の販路開拓
⑤ M&Aによる既存事業の深耕・異業種参入



売上高100億円実現の目標と体制

〇法人番号:1390001017722（株式会社ヤマコンホールディングス）、6390001002265（株式会社ヤマコン）、2370001018309（株式会社ヤマコン宮城）、8380002027673
（有限会社大沢工業）、1400602000513（有限会社東洋建設）

株式会社ヤマコンホールディングス（建設業）
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担い手確保に向けた職業訓練校の開設11
• 体系的な技能習得の場としてコンクリート圧送工事に特化した職業訓練校を開設
• 実機訓練、法令・安全教育、操作技術、現場基礎知識などを総合的に習得できるカリキュラムを整備し、
県知事による認定職業訓練を取得

• 若年層の建設業参入を促進し、業界全体の担い手確保につなげる

ポンプ車整備工場棟の建設・整備人材採用22
• ポンプ車整備人材不足という業界課題に対して、整備人材の社内育成と専門人材の外部採用
• 最新の整備設備や検査機器を導入した工場棟を建設し、稼働率向上と車両寿命の延伸を図る

産学連携による圧送技術の研究開発33
• 労働供給制約社会を乗り越えるべく、東北大学やメーカーと連携し生産性向上・省力化に資する
研究開発を推進

• IoTやAI技術を活用した圧送作業のイノベーションを創出

M&Aによる既存事業の深耕・異業種参入55
• M&Aによるスケールアップを加速化
• 人手不足の激しいシナジーのある異業種への挑戦

東南アジア・オセアニア地域の販路開拓44
• 海外パートナー企業を開拓し、圧送関連事業の海外販路を開拓
• 外国人材（技能実習・特定技能など）の帰国後の継続雇用も目的とした現地法人の開設

株式会社ヤマコンホールディングス
本社機能・経営コンサルティング機能

株式会社ヤマコン
コンクリート圧送工事・給排水設備工事

株式会社
ヤマコン宮城

有限会社
大沢工業

有限会社
東洋建設


